







































































































































































































































































































































































































































〈分類語彙表〉 とんでもない とほうもない とてつもない
１．１３ 様相 価値（１／ ） 価値（２／２） 価値（１／ ）
１．１４ 力 精神力（１／ ） 精神力（ ／１） 精神力（ ／２）
勢い（０～１／ ） 勢い（ ／２） 勢い（１～２／１）
１．１５ 作用 衝撃（１／ ） 衝撃（ ／２） 衝撃（０～１／５）
拡がり
広がり（ ／１） 広がり（３～５／４） 広がり（４～５／２）
１．１９ 量 金額（～１０／～１５） 金額（～１５／～３４） 金額（～８／～１６）
額（～１７／～１９） 額（～２１／～２０） 額（６～７／～１５）
大きさ（４／４） 大きさ（５～８／９） 大きさ（８／１５）
高さ（０～１／４） 高さ（ ／４） 高さ（１／２）
深さ（ ／１） 深さ（２～３／ ） 深さ（１／１）
１．３０ 心 誤解（～４６／～５７） 誤解（１／１） 誤解（０～１／ ）
問題（９～１０／１２） 問題（ ／２） 問題（２／ ）
間違い（～５０／～１００） 間違い（０～１／ ） 間違い（１／２）
計画（６／～９） 計画（１２～１５／１２） 計画（１／４）
１．３１ 言語 数字（１２／９） 数字（２３／３８） 数字（１６／１８）
１．３４ 行為 力（～１１／～１８） 力（３～６／１０） 力（～２５／～２０）
努力（０～１／３） 努力（２～３／４） 努力（４～５／８）
人間（９～１０／５） 人間（０～１／ ） 人間（０～２／ ）
人物（２～７／１６） 人物（１～２／２） 人物（２／１）
１．５０ 自然 エネルギー エネルギー エネルギー
（４／１） （１１～１５／１１） （～１４／～３０）
１．５２ 天地 光景（２／１０） 光景（１／ ） 光景（０～１／２）
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（３２）
これらの結果から分かるように、「とんでもない」と共起しやすいのは「誤解」「問題」「間
違い」など『分類語彙表』の「１．３０心」というカテゴリーの中で、マイナス的な意味合いを
帯びており、なおかつ感覚・感情などを表さな
（６）
い語や、「人間」「人物」など人柄を表す語が
ある。「誤解」「問題」「間違い」などの語にはすでにマイナス的な意味合いが含まれている
が、「上司」「人間」などの語は「とんでもない」と共起するとマイナス的な意味合いになる。
こういう点からすると、「とんでもない」の程度表現にはマイナス的な意味合いが含まれて
いると考えられる。
「とほうもない」については、３－２－１の「とんでもない」「とてつもない」とは共起
するが、「とほうもない」とは共起しにくい被修飾語によって得られた「限界が考えられる
被修飾語に『とほうもない』とは共起しにくい」という仮説を裏付けられるのように、「と
ほうもない」と共起する用例が最も多い「金額」「数字」などは限界が見えない・限界が考
えられにくく、つまりその程度は考えられないぐらいの大きさなのであり、「とほうもない」
が表れる「程度の大きいこと」は「限界が見えないぐらいの程度」という意味合いが読みと
れる。
「とてつもない」と共起する用例が最も多いのは「力」「努力」「エネルギー」などである
が、これらの語は「とてつもない」と共起する場合に、マイナス的な意味合いなどが特に読
み取られず、「とてつもない」本来の「常識から外れている」などの意味合いに「（常識から
外れているその）程度が大きいことを表す」意味が読み取られており、「程度が大きいこと
を表す」意味での「とてつもない」は「常識から外れているぐらい、ふつうより大きい程度」
なのであろう。
第二節から本節までの考察結果を総合的に見てみると、「とてつもない」の「程度が大き
いことを表す」派生義にはマイナス的な意味合いもプラス的な意味合いも特に強くないので
ある。そのため、「とてつもない」は三つの形容詞の中で比較的にプラス的な意味を持つ被
修飾語（例えば、３－２－４の「親切」「情熱」「朗報」「喜悦」など）と共起しやすい現象
がみられているのである。
４．まとめ
今回の考察結果により、以下の仮説が得られる。
（１）「とんでもない」は否定的・マイナス的な意味合いでの程度が大きいことを表す
のに使われている傾向が見られ、「とんでもない」の「程度が大きい」派生義に
は否定的・マイナス的な意味合いが含まれている。
（２）「とほうもない」の「程度が大きい」派生義には限界が考えられていないぐらい・
限界が見えないという意味合いが含まれている。
（３）「とてつもない」の「程度が大きい」派生義には肯定的・プラス的な意味合いも
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（３３）
否定的・マイナス的な意味合いも特に強くないため、「とんでもない」「とほうも
ない」「とてつもない」三つの形容詞の中で、プラス的な意味を持つ被修飾語と
共起しやすい傾向が見られている。
（４）程度が小さい方向にある被修飾語（例えば、「安値」「低さ」「低－」「小－」など）
は「とんでもない」としか共起しやすくない。
今後はこれらの仮説にもとづき、「とんでもない」「とほうもない」「とてつもない」の程
度表現についてより詳しく検証・考察したい。
注
（１） この三つの語の品詞については、「形容詞」としている辞書も、「連体詞」としている辞書も
ある。
（２） この表においては意味がほぼ等しいものを同じ列におくことを原則とするが、同じ列におい
ても意味が微妙な違いが見られるものは「※」をつける。
（３） 国立国語研究所資料集 14『分類語彙表―増補改訂版』（2004年）大日本図書株式会社発行
（４）「高値」は『分類語彙表』に収録されていないが、「安値」の対義語であり、分類は同じと考
えられるため、筆者の判断で「安値」と同じ分類に入れる。
（５） この用例は「とんでもない問題」を検索したときに得られたものだが、本項の主旨に合う例
のため、合わせて示す。
（６） 本稿においては、感覚・感情を表す語について「情熱」「喜悦」「孤独感」「悲しみ」などの
ような語とする。
（しゃおほぅいうぇん 本学大学院博士課程後期課程在学生）
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（３４）
